
〈解答〉

１　茨　０. ２５   芋　６分  鰯　１４分  允　x＝５，y＝２

２　茨　１０㎝３  芋　２０３
 ㎝  鰯　①　２０㎝ ３  ②　４㎝

配点　１茨，芋，２茨，鰯①各１点　他各２点　　１２点満点

〈解説〉

１　茨　１組の生徒数は２８人で，４分以上８分未満の階級の度数は７人なので，その相対度

数は

　　　　　７÷２８＝０. ２５

　　　である。

　　芋　２組で最も度数が多いのは４分以上８分未満の階級なので，最頻値（最も度数が多

い階級の階級値）は

　　　　　（４＋８）÷２＝６〔分〕

　　　である。

　　鰯　１組と２組の結果を合わせると，右の表のよう

になる。全体の生徒数は５３人なので，その真ん中

の生徒は２７番目となり，この生徒は１２分以上１６分

未満の階級に属する。よって，中央値（真ん中の

ものが属する階級値）は

　　　　　（１２＋１６）÷２＝１４〔分〕

　　　である。

　　允　通学時間が短くなった生徒をx人，長くなった

生徒をy人とすると，これらの和は７人なので，

　　　　　x＋y＝７　…Ⅰ

　　　また，２組全体では通学時間が

　　　　　０. ４８×２５＝１２〔分〕

　　　短くなったので，通学時間への影響について

　　　　　－４x＋４y＝－１２　…Ⅱ

　　　Ⅰ，Ⅱを連立方程式として解くと，

　　　　　x＝５，y＝２

　　　が求められる。
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２　茨　立体Ｐ－ＡＢＤは，△ＡＢＤを底面，線分ＢＰを高さとする三角錐なので，その体積は

　　　　　　×　 ×３×４×５＝１０〔㎝ ３〕１
３

１
２

　　　である。

　　芋　下の図のように，ＢＰ＝x〔㎝〕とすると，

　　　　　ＰＦ＝１０－x〔㎝〕

　　　と表せる。茨と同様に，立体Ｐ－ＡＢＤの体積は

　　　　　　×　 ×３×４×x＝２x〔㎝ ３〕１
３

１
２

　　　と表すことができる。また，立体Ｐ－ＥＦＧＨは，長方形ＥＦＧＨを底面，ＰＦを高さとす

る四角錐なので，その体積は

　　　　　　×３×４×（１０－x）＝４０－４x〔㎝３〕１
３

　　　と表すことができる。立体Ｐ－ＡＢＤと立体Ｐ－ＥＦＧＨの体積が等しくなるので，

　　　　　２x＝４０－４x

　　　という方程式が成り立つ。これを解いて，

　　　　　   x＝２０３
 〔㎝〕

　　　であることが求められる。

　　鰯　①　右の図のように，５点Ｐ，Ｆ，Ｇ，Ｑ，Ｈを結んで

できる立体は，台形ＰＦＧＱを底面，線分ＨＧを高

さとする四角錐になる。台形ＰＦＧＱの面積は，

　　　　　　　×（ＧＱ＋ＰＦ）×４１
２

　　　　　という式で求められるが，

　　　　　ＢＰ＝ＧＱなので，

　　　　　　　×（ＧＱ＋ＰＦ）×４＝　×（ＢＰ＋ＰＦ）×４１
２

１
２

　　　　　　　　　　　　　　　 ＝　×１０×４１
２

　　　　　　　　　　　　　　　 ＝２０〔㎝２〕

　　　　　である。したがって，求める立体の体積は，

　　　　　　　×２０×３＝２０〔㎝ ３〕１
３

　　　　　である。



　　　　②　ＧＱ＝ＢＰ＝y〔㎝〕とすると，

　　　　　　　ＰＦ＝１０－y〔㎝〕

　　　　　と表せる。右の図のように，４点Ｐ，Ｆ，Ｑ，Ｈを

結んでできる立体は，△ＰＦＱを底面，ＨＧを高

さとする三角錐になるので，その体積は

　　　　　　　　×　 ×（１０－y）×４×３１
３

１
２

　　　　　　＝２０－２y〔㎝ ３〕

　　　　　と表せる。この体積が１２㎝ ３になるので，

　　　　　　　２０－２y＝１２

　　　　　という方程式が成り立つ。これを解いて，

　　　　　　　y＝４〔㎝〕

　　　　　であることが求められる。


